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次 世 代 を 担 う 子 供 た ち に 美 し い 花 火 を 贈 る

実 施 報 告 書

名古屋港冬花火実行委員会

第１回
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当日データ

　“HoHoHo（ホッホッホー）” サンタクロースの陽気な笑い声で始まった“ISOGAI花火劇場 in 名古屋”が、名古屋港
ガーデンふ頭に集まっていただいた皆さんの笑顔と拍手の中で無事終了いたしました。
　この“ISOGAI花火劇場 in 名古屋”を開催できましたのも、ご協賛いただきました個人・企業の皆様、ご後援いただ
きました諸団体、運営にご協力いただきました地元港区の皆様をはじめ所轄署、協力会社、ボランティアの皆様のお
陰とまずは心より御礼申し上げます。
　本大会は、昨年まで「スターライトレビュー」、「スター☆ライトHA・NA・BI」として親しまれてきた名古屋港にお
ける冬花火が諸般の事情により閉幕したことを惜しむ声を受け、日本花火鑑賞士会の有志が中心となって実行委員会
を組織し、復活開催を計画しました。
　復活を目指した目的は二つありました。
　一つは名古屋市内で行われる花火大会が、ここ名古屋港で行われる夏と冬の二回だけであり、その中でも花火が綺
麗に見える冬花火がなくなってしまうことで、名古屋市内から花火文化が衰退してしまうことを危惧したからです。
　あらゆる条件に恵まれた類希花火鑑賞環境が冬の名古屋港にあり、しかも愛知県が誇る最高レベルの花火製造・演
出技術を持つ磯谷煙火店が打ち揚げるこの花火大会を継続することで、名古屋だけでなく、愛知県の花火文化が広が
り、観光資源としても有効になると考えました。
　二つには、この上質の花火大会をより多くの方々に見ていただきたいと思ったからです。特に、夏の花火大会は混
雑する為、お子さんや障がい者の方々が会場に出掛けることを避けられていますが、冬の大会であればゆっくりと鑑
賞できる場をご提供できると考えました。
　幸いにも本大会開催で、これら二つの目的が達成できましたが、その反響は私共の予想を上回るものでした。会場
の個人協賛席以外に多数の方々が観覧のために集まっておられ、その感想も「今まで見た花火大会と違って素晴らし
い」「こんなに花火が綺麗とは思わなかった」と「花火の魅力＝夜空に描く総合芸術」であることを実感いただいた声
を多くいただきました。また、招待事業で、障がい者の方、里親家族の皆さんに集まっていただきましたが、皆様よ
り「笑顔で家族・仲間と過ごすクリスマスイブになった」とのお手紙を多数いただきました。
　一方で、「復活開催したのを知らなかった」「もっと早くに知らせて欲しい」との声もいただき、事前告知の不足を改
めて痛感いたしました。
　今回は多くの皆様のご協賛ご支援を得て、開催できることができましたことに重ねて感謝申し上げますとともに、
皆様からの声を活かし、2016年も「第２回」として本大会が継続できるよう活動致しますので、ご支援の程よろし
くお願い申し上げます。
 　　　　　　　　名古屋港冬花火実行委員会

開催日時：2015年12月24日（木）9：00〜19：45
天　候：晴れ〔気温：12.6℃（19：00時点）、風向：西北西、風速：3.4m/sec〕
来場者数：約5万人

クリスマスイブの名古屋港で、
子供たちに笑顔が広がった！
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第１回 ISOGAI花火劇場in名古屋 実施報告書

花火打上げを控えて近隣地区の皆様に「花火ワークショプ」を開
催。今回の打上げの主役磯谷煙火店磯谷社長より映像や模型を
使って花火の構造や知識を勉強しました。これには子供たちだけ
でなく大人も参加していただき、貴重で楽しい一時を過ごしてい
ただきました。

子供たちの声が届いたかのように、前日までの雨は未明には止み、当
日は朝から晴れ間が覗きました。温度も汗をかく位に上がり、絶好の
花火日和を迎えました。

花火ワークショップを開催

天気は回復し当日朝から設営準備開始

模型を使って初めて花火の構造を知ることができました。

埠頭ではボランティアの
皆様に6,000席のイスを
整然と並べていただきま
した。

スタッフは
インフォメーションや
当日券売り場の準備で
大忙しでした。

会場入口には今回ご協賛いただいた各企業のバナーを
設置しました。

子供も大人も熱心に磯谷社長の話に
耳を傾けていました。

名古屋港に浮かぶ
台船上では、
磯谷煙火店の皆様が
朝から準備に大忙し！

自分たちの
打上げたい花火の
イメージを図案に作成。
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第１回 ISOGAI花火劇場in名古屋 実施報告書

窓越しに観る花火にご招待し
たご
家族
から
は感

動
の
声
が
！

夕日が沈むと共に、会場には今日の花火を楽しみ
にしていた子供たちや、沢山のお客様が来場され
ました。例年に比べ気温も高く絶好の花火日より
になりました。

入場口ではこの日を楽しみにしていたお客様が続々到着！

展望室から観る花火
はなんと

同じ目線の高さに打
ち上がっていました！ 花火の打上げ開始を待つ障がい児達で

にぎわう展望室

準備万端、美しい夕日が
お客様をお出迎え！

名古屋港の美しい夕日がこの日を祝福してくれました。

招待事業のご家族は
ポートビル展望室で花火を鑑賞

今回ご招待した障がい児と、そのご家族は埠頭にそびえるポート
ビル展望室にご案内。間近に観る花火に子供たちは勿論、ご家族
にも楽しいクリスマスイブの思い出をプレゼントすることができ
ました。

ご招待した車いすの障がい児は
ご家族にサポートされて来場
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第１回 ISOGAI花火劇場in名古屋 実施報告書

“ISOGAI花火劇場 in 名古屋”は音楽と花火を融合させた「メロ
ディー花火」と、音楽、ストーリー、花火が一体となった「ドラ
マティックハナビ」の響宴です。
この日の来場者は、今までにない花火の演出に感動と驚きの声が
沸き上がりました。

クリスマスイブの名古屋港に
感動の花火が！

障がい者も健常者も
この日は心を一つに花火を見上げました。

次々に打上げられる
美しい花火に会場は

感動の声が沸き上が
った。

天候に恵まれ最後までクリスマスイブの花火を
堪能していただきました。

名古屋港の埠頭のほぼ真上に打ち上がる
色とりどりの花火。
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第１回 ISOGAI花火劇場in名古屋 実施報告書

花火打上げの翌日は、朝早くからボランティアの人
たちの手で、会場内と周辺地区のゴミを収集してい
ただきました。最後まで心のこもったご協力に、心
から感謝します。本当にありがとうございました。

花火終了後、障がい児本人やご家族、関係者の皆様
から沢山のお手紙をいただきました。寒い中をご来
場いただき私たちもご期待に添えるようなサポート
ができるか心配でしたが、何とかポートビル展望室
にご案内することができました。
皆様の熱いお言葉に心から感謝申
し上げます。

ボランティアの人たちの
協力に感謝！

子供たちからいただいた
お礼のお手紙

朝早くからボランティアの手で
散らばっていたゴミを収集

心のこもったご協力
ありがとうございました。

この日集まったゴミの山は
こんなに沢山！
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第１回 ISOGAI花火劇場in名古屋 実施報告書

ポスター・チラシ・パンフレット
● ポスター（B2,A2.A1）＝1,200部
● A4チラシ＝11,500部
● A3パンフレット＝5,000部
掲示場所：中日新聞販売店、名古屋鉄道駅
　　　　　サークルKサンクス近隣店舗
　　　　　愛知トヨタ販売店
　　　　　名古屋観光コンベンションビューロー　他多数

取材関係
● 読売新聞　● 朝日新聞
● 中日新聞　● 毎日新聞

テレビ・ラジオ・WEB
● 東海テレビ＝スポット×20本、スイッチ12/16 生告知（10：50〜）プレゼント5組10名
● ZIP-FM＝事業告知（40秒）×10本・（20秒）×20本
　　　　　　　SMILE HEART BEAT（14：00〜17：00） 12/16放送　実行委員会 石井副会長 生出演（16：32〜）
● Yahoo＝Yahoo広告（12/16〜）、リターゲティング広告（12/21〜）

雑　誌
● 月刊Cheek 12月号＝発行部数：180,000部
　　　　　　　　　　　　　販売エリア：愛知県・岐阜県・三重県
● 名古屋デートNAVI 11/30発行号＝ 名古屋市内のローソン・

ドンキホーテ専用ラック
● フリーペーパークイッキング12月号＝発行部数：110,000部、販売エリア：愛知県・岐阜県・三重県
● 東海Walkar12/15月号＝発行部数：70,000部、販売エリア：愛知県・岐阜県・三重県・静岡県

D　M
● 愛知トヨタ優良顧客向けDM＝5,000部

ローソンHMV
● 店頭ポスター＝愛知県・岐阜県・三重県：1,265店舗
● 月刊ローソンチケット12月/15日号、発行部数：100,000部
　  店舗：愛知県・岐阜県・三重県　合計1,265店舗

チケットぴあ
● コンパクト・シー＝中日新聞非購読者対象フリーペーパー 名古屋市内版ポスティング：約90,000部
● その他＝ぴあ会員向けメルマガ配信、ぴあ公式twitter配信、ぴあ公式サイトTOPページ掲載など

広報・宣伝



協　　賛

愛知トヨタ自動車株式会社、角文株式会社、三菱電機株式会社、サンハイツ（野村開発）
太啓建設株式会社、株式会社JTB中部、あいおいニッセイ同和損害保険株式会社、小原建設株式会社
株式会社ナンブ、ゼクシィ
愛知日野自動車株式会社、岡崎信用金庫、関興業株式会社、株式会社魚国総本社
大和ハウス工業株式会社、株式会社十六銀行 岡崎支店、豊田通商株式会社、碧海信用金庫
株式会社カケン
東山ガーデン株式会社、神星工機株式会社、三京塗装工業株式会社

ようこそ！彩と里沙！、磯谷煙火店ファン有志一同、日本花火鑑賞士会有志一同、さくら企画
メゾン ド ボア、植村産業株式会社
株式会社愛知屋仏壇本舗、株式会社浅井製作所、株式会社クリエイト  ボルボ・カーズ岡崎
譲葉　真理子、鈴木　侑子、岡崎ハッピー乗馬クラブ、有限会社ブルームアンドブルーム
医療法人博愛会やはぎ医院、一般社団法人ソーシャルバリュー協会、医療法人清和会和田歯科医院
株式会社考建、丸ヨ建設工業株式会社

（公財）名古屋みなと振興財団、名古屋市交通局、西築地学区連絡協議会、港まちづくり協議会
築地口商店街振興組合、ポートオブナゴヤ商店街組合、株式会社角川書店、株式会社ピスタチオ
株式会社アド•ライブ、株式会社ケイミックス 

名城ターグボート、名古屋港ワッチ業協同組合、トヨタ記念病院、サウンド•イン•オアシス
オアシス近藤産興、サークルK・サンクス、チケットぴあ、ローソンHMV

花　　火：磯谷煙火店 /  総合演出：磯谷 尚孝
構　　成：伊藤 順次、加藤 達也、野崎 慎司、松村 陽介
音楽効果：宮田 勝司、須田 佑樹（ミックスアップ）
ストーリー：村上 慎太郎、磯谷煙火店

第１回  ISOGAI花火劇場 in 名古屋
主催：名古屋港冬花火実行委員会
後援：愛知県、名古屋市、公益財団法人名古屋観光コンベンションビューロー
　　　中日新聞社、中日新聞社会事業団、東海テレビ、ZIP-FM、流行発信
　　　名古屋鉄道、名古屋港管理組合

特別協賛

協　　力

制　　作

スペシャルサンクス

（順不同）


